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研究成果の概要（和文）： 

本研究では我々が行っている観察研究（CHART 研究）のデータベースを用いて、ステージ C/D

の拡張不全例とステージ B の軽症慢性心不全例において CONUT スコアによる栄養状態評価
を行い、栄養状態が予後に及ぼす影響を検討した。その結果、ステージ C/D 拡張不全型心不全、
ステージB軽症慢性心不全の両者において栄養不良状態は心臓死の独立規定因子であることが
示された。慢性心不全は軽症の段階から栄養状態に留意することが重要であり、栄養状態の改
善は拡張不全型心不全治療の新たなターゲットとなる可能性が示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to determine the prognostic impact of nutritional status in patients with 

diastolic heart failure (DHF) using our prospective observational study named the CHART-2 (Chronic 

Heart failure Analysis and Registry in the Tohoku district-2). At the enrollment, their nutritional status 

was assessed by the CONUT score, a widely used nutritional status score representing the combined 

impact of serum albumin, total cholesterol level, and total lymphocyte count. After adjustment by sex, 

age, history of CAD, Cre, LVEF, anemia, and history of cancer, CONUTS≥5 was an independent 

prognostic marker in the patients with DHF. Undernutrition is an important predictor for cardiac death 

and a novel therapeutic target in patients with DHF.   
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１．研究開始当初の背景 

慢性心不全症例のうち収縮性が保たれて
いる拡張不全が約 50％を占める。また、近年
収縮不全の予後は改善しているのに比べ、拡

張不全例の予後は不変であると報告されて
いる。我々が 2006 年より行っている観察研
究（CHART2 研究）でも、本邦の拡張不全
症例は収縮不全症例に比べ、より高齢で女性
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に多いといった特徴が示されており、今後さ
らに症例数が増加すると考えられる。 

２．研究の目的 

本研究は拡張不全例の栄養状態が既知の
心不全マーカー・炎症マーカー、拡張能指標
とどのような相関があるのかを検討すると
ともに、栄養状態の積極的な改善が拡張不全
症例の予後に及ぼす影響を明らかにし、心不
全症例における新たな治療戦略を探ること
を目的とした。 

 

３．研究の方法 

2000 年 2 月から 2005 年 8 月まで東北地区の
基幹病院 24 施設と共同で施行した心不全患
者の前向きコホート研究：第一次東北慢性心
不全登録研究(CHART-1, N=1,278)に登録され
た拡張不全型心不全症例（左室駆出率 50%以
上）263 例の栄養状態を血清アルブミン、総
コレステロール、リンパ球数によりスコア化
（CONUT スコア：図１）し、栄養状態が正常
な群と不良な群に分けて予後を検討した。 
さらに 2006 年から症例登録を行い現在も予
後追跡中の第二次東北慢性心不全登録研究
(CHART2, N=10,219)に登録されたステージ B
の軽症慢性心不全症例 4051 例の栄養状態を
同様に評価し予後に及ぼす影響を検討した。 
 
（倫理面への配慮）調査されたデータは個人
情報を除外した上で暗号化されて Web上のデ
ータ登録システムからサーバコンピュータ
のハードディスクに保存されており、特定化
は不能である。 
 
４．研究成果 

ステージ C/D の EF50%以上の拡張不全症例
263 例について栄養状態が正常な群（CONUT
スコア 0、1）と不良な群（CONUTスコア≧2）
に分けて追跡したところ、有意に栄養状態が
不良な群の予後が悪かった（図 1）。多変量解
析では栄養状態不良は心臓死の独立規定因
子であり、栄養不良群の正常群に対する心臓
死のハザード比は 2.8(95%CI:1.22-6.53)で
あった。 

図 1：ステージ C/D の栄養状態による予後の
違い 

 

さらに無症候性のステージ B慢性心不全につ
いても同様の検討を施行した。ステージ B慢
性心不全 4051 症例を栄養状態が正常な A 群
（n=2508, CONUT スコア 0,1）、軽度不良な B
群（n=1429, CONUTスコア 2-4）、不良な C群
（n=114, CONUTスコア 5以上）に分けて平均
2.4年追跡したところ、A群、B群と比較して
C群の予後が有意に悪かった（図 2）。また心
不全の増悪に伴う入院も C群で有意に多かっ
た。Cox 比例ハザードモデルを用いた多変量
解析では CONUTスコア 5以上の栄養状態不良
は全死亡の独立規定因子であり、栄養不良群
の正常群に対する全死亡のハザード比は
4.2(95%CI:2.64-6.68)であった（図 3）。 

 

図 2：ステージ B の栄養状態による予後の違

い 

 

図３：全死亡の予測因子（COX比例ハザード
モデル解析） 
 

考察：我が国では急速な高齢化が進んでおり、
今後慢性心不全、特に拡張不全例が増加する
と考えられる。また、心筋梗塞や無症候性弁
膜症などの器質的な異常があり、近い将来心
不全を発症する可能性が高い状態であるス
テージ B 慢性心不全症例が CAHRT2 研究のコ
ホートでも 50%以上を占め、人口の高齢化や
虚血性心疾患が占める割合の増加に伴い、今
後さらに増加してくるものと考えられる。重
症収縮不全例において栄養不良状態（心臓悪
液質）として強力な負の予後規定因子として
知られているが、拡張不全型例や軽症心不全



（ステージ B）における栄養状態の及ぼす影
響はこれまで報告されていなかった。今回の
検討で拡張不全患者において栄養状態の低
下した群は有意に予後が悪く、多変量解析で
も栄養不良状態は負の予後規定因子である
ことが示された。本検討のコホートは NYHA
分類クラス 2 が最も多く、活動性は保たれ、
栄養状態低下群でもほとんどの症例が軽度
低下（CONUTスコア 2～4）であった。これら
のコホートに対して栄養指導や経口栄養補
助食品投与といった積極的な栄養状態を改
善するための介入は十分可能と考えられる。
さらにステージ B慢性心不全症例でも、栄養
状態の低下した群は有意に予後が悪く、心不
全増悪に伴う入院も多かった。症候性心不全
（ステージ C）は無症候性心不全（ステージ
B）に比べ約 5 倍死亡率が高くなることが知
られており、ステージ Bからステージ Cに進
めない治療戦略が必要になる。このためにも
栄養状態の低下したステージ B症例に対して
栄養指導や経口栄養補助食品投与による栄
養状態の改善改善が今後の治療戦略として
有効となる可能性があるものと考えられる。 
 
結論：拡張不全型心不全や無症候性軽症心不
全において栄養不良状態は予後規定独因子
であり、栄養状態の改善は慢性心不全治療の
新たなターゲットとなる可能性がある。 
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